




































































　　収録年月日：くつろぎ場面：2006 年 10 月 12 日 15：30 ～ 16：20 の時間内









こととし、ポーズの長さについて、0.3 秒≦ pose ＜ 0.6 秒：#、0.6 ≦ pose ＜ 0.9 秒：＃＃、








































2, 苦労したエピソード 3, 周囲への感謝  4, 演奏の楽しみが分かったこと
くつろぎ
場面 ①  25 拍
② 31 拍 + ③ 32 拍 +
④ 9拍 =72 拍 0 拍 ⑤ 4+⑥ 38=42
ＴＶ場面 ❶ 22 拍 +❷ 27 拍＝ 49 拍 0 拍 ❸ 17 拍 ❹ 16 拍 + ❺ 6 拍 + ❻10 拍 +❼ 6拍 =38 拍
　くつろぎ場面にける内容毎の拍数の関係　2　＞＊＊　4 ＞＊　  1（＞＊＊ 3）　 
　ＴＶ場面における内容毎の拍数の関係　　1　≒　　 4 ＞＊＊　3（＞＊＊ 2）
　全内容（内容１＋２＋３＋４）における場面による拍数の関係　　くつろぎ場面　≒　TV場面
　　内容１における場面による拍数の関係　　くつろぎ場面　＜＊＊  TV場面
　　内容 2における場面による拍数の関係　　くつろぎ場面　＞＊＊  TV場面
　　内容 3における場面による拍数の関係　　くつろぎ場面　＜＊＊  TV場面
　　内容 4における場面による拍数の関係　　くつろぎ場面 　≒　 TV場面


























































































場面＼　句の役割 話題提示 マイナス評価の具体的エピソード 社交辞令 結果
　　＼　内容の公私 共通 私 公 共通
くつろぎ場面 短 長 × 中














































  ｢タントー｣（担当）の部分は、文脈から推定できるので､ 情報内容の伝達の面からする
と､ 必ずしも言語形式で表現する必要はない｡ 従って､ 気心が知れた親しい友人が聞き手
の ｢くつろぎ場面｣ においてはⒷニ（格助詞 ｢に｣）だけが使用されている｡ しかし､ 話
者について事前の情報がない不特定多数の聞き手に対する ｢ＴＶ場面｣ では､ 文脈による


























































川原サオリ　2005 「2  準神奈川話者」（齋藤孝滋編 2005）
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斉藤淳子 　2008 刊行予定 「１ 神奈川話者」（斎藤孝滋編 2008）
佐藤和奈　2004「神奈川県話者C氏における談話の研究」（齋藤孝滋編 2004）
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